
  

 

 

 

 

平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 新潟県見附市立田井小学校    

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒954－0036  

      新潟県見附市田井町３０６番地                

  E-mail  tai@mitsuke-ngt.ed.jp        

  Website WWW.mitsuke-ngt.ed.jp/~tai/         

  児童生徒数  男子 １９ 名   女子 １３ 名  合計 ３２ 名 

        児童・生徒の年齢 ７ 歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（コミュニケーション能力の育成） 

 

 

 

 

 

 

 



３．活動内容 

１ 環境教育 

（１）縦割り班で花いっぱい運動 

１～６年生の異年齢集団縦割り班３つでプランターに苗植えを植え、育て、玄関を飾

った。 

  

 

 

 

 

 

日々の世話は、全校水やり当番（上学年と下学年をペアにした当番）を決めて行った。

登校後に、仲良く世話をする姿が見られた。来校者から好評を得ている。 

（２）コミュニティと連携した「みどり創出事業」２年目の活動 

   

 県の「学校のみどり創出モデル事業」指定校２年目の活動として、１０月に推進協議会

の方と一緒に除草作業と植樹を行った。木々が増え、成長を楽しみにする様子が見られた。 

（３）地区指導者による学校田の稲作指導 

５月２８日、学校前にある学校田において、地域指導者数名の方から指導にきていただ

き、３～６年が田植えを行った。五月晴れの中、慣れない手つきであったが、教えていた

だいた通り、苗をていねいに植えていた。 

秋晴れの９月３０日、春の指導者とその他地域ボランティアの方１２名から来ていただ

き、稲刈りを行った。稲刈りは３～４年生、稲を運ぶ役は、人数の多い１～２年生が担っ

た。不慣れな様子も見られたが、収穫の大変さを実感しつつ、食する日を楽しみにする声

が聞こえた。                                                                             

   



収穫したもち米を１１月末の児童会祭り時に地域の方に販売した。また、１２月には、

指導いただいた地域の方を招いて行う「収穫祭」を行った。収穫したもち米や大根で餅つ

きやおでんなどをして収穫を味わった。    

   

 

（４）畑の野菜育成 

５月、学校前にある畑にサツマイモや枝豆を植えるため、教育コーディネーターや児童

の祖父母などを招いて、苗植えを行った。 

      

９月初旬、全校でいもほりを行った。また、１０月には、枝豆の収穫を行った。特に枝

豆は大収穫で、枝から豆をもぎ取る作業を休み時間返上で行い、収穫の大変さを味わった。 

    

（５）小動物等の世話 

  １・２年生１５名で毎日ウサギの世話をしている。夏休みなどの長期休業は高学年も 

当番に加わり、残菜の餌やりや水替えなどを行っている。世話を続けることで、ウサギへ

の愛着も益々わいてきて命を繋ぐことの大切さを実感させている。 

（６）緑の少年団活動 

  中学年（３・４年生）が「緑の少年団」に加入し、市内中心部に出かけたり、校内に呼

びかけたりして緑の羽根募金を行うとともに苗木を配り、自然保護の大切さを訴えてい

る。 

 



             
 

（７）その他（EM 菌によるプール清掃・グリーンカーテン） 

  環境にやさしいプール清掃のために、各自が EM 菌を準備し、次年度のプール清掃に向

けて投入することで、少ない人数での清掃を可能にしている。環境教育にも一役を担っ

ている。 

  また、各教室前廊下が南向きで気温が上がるため、ゴーヤを植え、気温降下を図った。 

                        

２ 伝統文化の伝承 

  見附の伝統文化の一つである和太鼓を、同中学校区内より指導者を招いて、４年生以上

が参加する「みつば太鼓」として代々引き継いでいる。見附祭りや地域の敬老会＆学習発

表会・市内音楽祭・学校説明会（市のアカウンタビリティ）・地域の施設訪問などで、披

露し、好評を得ている。また、毎年発表を楽しみにしているという声をいただき、学校の

特色として大きな位置を示している。また、この活動によって、伝統文化を継承すること

の誇りや気力・体力を持たせる好機となっている。 

    
３ 読書活動を含めた言語活動の推進 

 言語に   言語による表現活動を充実させることで自己表現力を培っている。主な内容として、 

①読み聞かせ活動②全校読書③全校俳句づくり④英語ボードとスピーチ⑤読書活動（家読 

読書貯金・ 図書イベント等がある。読み聞かせは、保護者・地域のボランティアからなる「虹のかけ

はし隊」（５名）が入学・卒業・学習発表会など、節目に全校に読み聞かせをしてくださ

っている。全職員や児童による読み聞かせもあり、お話の世界に触れ、語彙力を増やすよ



い機会となっている。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


